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天正 8年 (1580)9月  沼津周辺で行われた武田勝頼対北条氏政の合戦の布陣図

(田 中恵一郎氏寄託 )
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天
正
八
年
武
田
ｏ北
条
合
戦
図

暗
記
教
育
の
弊
害
な
ど
か
ら
現
代
で
も
そ

の
側
面
が
大
き
い
が
、
民
衆
に
と
っ
て
、
歴

史
と
は
英
雄
物
語
や
為
政
者
の
変
遷
と
し
か

認
識
さ
れ
な
い
傾
向
が
強
い
。

も
ち
ろ
ん
江
戸
時
代
に
も
芝
居
や
講
談
と

は
違
う
学
問
と
し
て
の
歴
史
学
が
あ
り
、
歴

史
学
者
や
屋
史
書
が
存
在
し
た
。
科
学
的
と

ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
地
域
に
お
い

て
は
文
人
の
手
で
地
誌
な
ど
の
編
纂
が
行
わ

れ
、
身
近
な
歴
史
を
民
衆
自
身
が
客
観
的
に

研
究
し
、
学
習
す
る
機
会
も
あ
っ
た
。
沼
津

市
域
に
も
駿
河
国
の
名
勝
誌
を
編
纂
し
た
川

合
隣
山

・
植
松
東
渚
ら
が
存
在
し
た
。

駿
東
郡
原
宿
の
本
陣

・
渡
辺
家
は
、
源
頼

朝
の
弟
阿
野
全
成
を
先
祖
と
称
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
嘉
永
四
年

（
一
八
五

一
）
の
六

百
五
十
年
忌
に
際
し
、
全
成

・
時
元
父
子
の

墓
を
東
井
出
村
の
大
泉
寺
に
建
立
し
た
。
一象

農

・
豪
商
ら
は
、
特
権
的
な
地
位
の
由
来
を

証
明
す
る
た
め
に
先
祖
の
功
績
を
持
ち
出
す

場
合
が
往
々
に
し
て
あ
っ
た
。
近
世
の
有
力

者
に
と
っ
て
家
の
由
緒
を
歴
史
に
位
置
づ
け

る
こ
と
は
現
実
の
利
害
面
に
お
い
て
も
必
要

な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
自
ら
の
歴
史
認
識
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を
形
成
す
る
源
に
も
な

っ
て
い
た
と
い

え
る
。
同
時
に
、
知
識
人
で
も
あ

っ
た

彼
ら
に
よ
り
地
域
に
お
け
る
歴
史

・
地

誌
編
纂
や
史
跡
の
整
備
が
行
わ
れ
た
の

も
事
実
で
あ
る
。

明
治
に
入
る
と
、
近
世
の
伝
統
を
汲

み
な
が
ら
も
、
よ
り
近
代
的
な
手
法
で

地
域
を
研
究
し
、
教
育
に
生
か
そ
う
と

し
た
沼
津
の
間
宮
喜
十
郎
の
よ
う
な
歴

史
家
も
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
学
校

教
育
の
中
で
歴
史
が
教
え
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
こ
と
も
大
き
い
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
天
正
八
年

（
一
五

八
〇
）
沼
津
近
辺
で
の
武
田
勝
頼
と
北

条
氏
政
と
の
合
戦
の
よ
う
す
を
描

い
た

布
陣
図
は
、
駿
束
都
東
間
門
村
の
‐月
中

氏
の
手
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
地
域
の
民
衆
が
郷
土
の
歴
史
を
調

べ
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
形
に
示
し
た
も
の

と
言
え
る
。
田
中
氏
は
同
村
の
名
主
を

つ
と
め
た
旧
家
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
先

祖
は
武
田
氏
の
武
将
横
田
備
中
守
で
あ

る
と
称
し
て
い
た
〓
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
の
当
主
田
中
彦
―
郎

一昌
達
）

が
、
先
祖
や
郷
土
に
関
わ
る
資
料
と
し

て
こ
れ
を
作
成
し
た

らヽ
し
い
こ
間
宮
喜

十
郎
も
田
中
か
ら
資
料
を
借
り
出
し
郷

ｔ
史
編
纂
の
参
考
に
し
て
い
る
。

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の人
材
〈〉

旗
本
か
ら
沼
津
兵
学
校
教
授
へ

顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
確
か
に
微
禄
の
御

家
人
や
陪
臣
出
身
者
が
少
な
く
な
く
、

中
に
は
自
身
も
し
く
は
先
祖
が
農
民
身

分
で
あ

っ
た
者
す
ら
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
先
祖
代
々
の
れ
っ
き

と
し
た
旗
本
出
身
の
者
が
存
在
す
る
の

も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二

等
教
授
浅
井
道
博
は
、
徳
川
家
康
に
仕

え
た
先
祖
六
之
助
道
忠
が
大
高
城
の
兵

糧
入
れ
の
際
に
奮
戦
し
た
功
に
よ
り
家

紋
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
由
緒
あ
る
家

柄

（家
禄
二
百
俵
）
。
同
教
授
平
岡
芋
作

の
先
祖
因
幡
守
良
清
は
武
田
信
玄
か
ら

家
紋
を
与
え
ら
れ
た
由
緒
を
持
つ
．
同

教
授
問
宮
信
行
は
小
田
原
北
条
氏
に
仕

え
た
武
将
左
衛
門
尉
信
繁
を
先
祖
と
す

る
家
柄

（四
百
石
）
。
同
教
授
揖
斐
章
は

小
牧

。
長
久
手
の
合
戦
で
家
康
方
に
戦

功
が
あ

っ
た
美
濃
の
武
将
政
雄
が
先
祖

（三
百
俵
ヽ
彼
ら
は
旗
本
と
は
い
え
概

し
て
禄
高
は
低
い
が
、
他
に
少
参
事

・

軍
事
掛
と
し
て
兵
学
校
の
管
理
に
あ
た

っ
た
幹
部
の
中
に
は
、
藤
沢
次
謙

（三

千
石
）
や
阿
部
潜

⌒千
五
百
石
）
の
よ

う
な
高
禄
者
も
い
た
。

も
っ
と
も
、
藤
沢
次
謙
は
蘭
学
者
桂

川
家
か
ら
藤
沢
家
に
養
子
に
入
っ
た
人

で
あ
り
、
旗
本
の
家
自
体
も
新
規
取
立

_ヽ

久 須 美 祐 利
(田 中和イ氏提供 )

久須美家家紋>

揖 斐   章
(揖斐暢氏提供 )

揖斐家家紋>

平 岡 芋 作
(平岡弘一郎氏提供 )

平岡家家紋>

一一一

近
世
中
期

か
ら
の
足
高

制
に
よ
る
人

材
登
用
、
幕

末
に
お
け
る

能
力
主
義
的

抜
櫂
な
ど
に

よ
り
、
幕
府

の
人
事
は
決

し
て
硬
直
し

た
封
建
的
階

層
制
度
に
縛

ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
な

っ
て
い
た
。

静
岡
藩
の
役

職
者
は
そ
の

人
事
政
策
の

極
致
に
位
置

す
る
も
の
と

い
え
る
が
、

沼
津
兵
学
校

に
集
め
ら
れ

た
教
授
陣
の

ヽ
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や
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
り
、
一優
れ
た

血
」
が
順
次
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
〓
等
教
授
久
須
美
祐
利
の
場

合
は
、
曾
祖
父
の
代
に
越
後
の
農
民
か

ら
幕
臣
に
取
り
立
て
ら
れ
た
新
し
い
家

で
あ
り
、
勘
定
奉
行
な
ど
を

つ
と
め
五

百
石
取
の
身
分
に
立
身
し
た
佐
渡
守
祐

明
を
父
に
持

っ
て
い
た
も

教
授
の
み
な
ら
ず
資
業
生
に
つ
い
て

も
そ
う
で
あ
る
が
、
沼
津
兵
学
校
に
お

け
る
高
禄
の
旗
本
出
身
者
の
存
在
は
、

幕
府
減
亡
の
元
凶
の
よ
う
に
言
わ
れ
る

旗
本
の
す
べ
て
が
無
能
で
あ

っ
た
わ
け

で
な
く
、
有
能
な
人
材
は
家
格

・
禄
高

の
高
下
に
関
係
な
く
輩
出
さ
れ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
地
位

・
財

産
の
違

い
に
よ
り
、
登
用
機
会
や
教
育

環
境
に
違

い
が
生
じ
る
の
が
当
然
で
、

ス
タ
ー
ト
に
お
い
て
は
平
等
な
競
争
に

は
な

っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

江
原
素
六

の
よ
う

に
極
貧

で
家
庭
環

境
に
恵
ま
れ
ず

し
て
、
出
世
を
成
し

遂
げ
た
の
は
異
例
と
い
え
る
が
、
実
は

本
人

の
努

力
と
と
も

に
、
学
問

・
教

育
の
重
要
性
を
認
識
し
援
助
を
惜
し
ま

な
か
っ
た
親
戚

・
知
人
が
周
囲
に
存
在

し
た
こ
と
も
見
落
と
せ
な

い
点
で
あ

る
。

平

林

広

人

ひ
ら
ば
や
し
ひ
ろ
ん
ど

し

井
深
梶
之
助
ら
）
、
熊
本
バ
ン
ド

（小
崎

弘
道
・
海
老
名
弾
正
ら
）
、
札
幌
バ
ン
ド

（内
村
鑑
〓

。
新
渡
戸
稲
造
ら
）
と
い

う
、
有
力
な
担
い
手
集
団
が
有
名
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
静
岡
バ
ン
ド
は
、

戦
後
に
な
り
命
名
さ
れ
、
定
着
し
た
呼

称
で
あ
る
。

静
岡
バ
ン
ド
の
名
称
を
最
初
に
使

っ

た
の
は
、
平
林
広
人

（
一
八
八
六
～

一

九
八
六
）
で
あ
る
。
現
長
野
県
南
安
曇

群
豊
科
町
に
生
ま
れ
た
平
林
は
、
明
治

二
十
九
年

（
一
九
０
六
）
、
日
本
メ
ツ
ジ

ス
ト
松
本
教
会
に
お
い
て
橋
本
睦
之
牧

師
か
ら
洗
札
を
受
け
た
。
平
林
は
伝
道

や
農
村
で
の
成
人
教
育
に
従
事
、
大
正

六
年

（
一
九

一
七
）
八
月
に
は
、
後
藤

新
平

・
沢
柳
政
太
郎
ら
の
後
援
に
よ
り

日
本
ア
ル
プ

ス
の
麓
、
木
崎
湖
畔
に
木

崎
夏
期
大
学
を
開
設
し
た
。
同
大
学
に

は
吉
野
作
造

・
柳
田
国
男
ら
が
講
師
に

招
か
れ
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
、

地
域
民
衆
の
学
習
意
欲
に
応
え
る
も
の

と
な

っ
た
。

平
林
に
洗
礼
を
授
け
た
橋
本
牧
師
は

沼
津
教
会
時
代
、
江
原
素
六
に
二
度
日

の
洗
礼
を
授
け
た
人
．
江
原
文
書
の
中

に
残
さ
れ
た
大
正
六
年
五
月
十
六
日
付

の
素
六
宛
平
林
の
絵
葉
書
は
、
橋
本
牧

師
の
伝
記
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
し

た
こ
と
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
ち
ょ

う
ど
夏
期
大
学
の
開
設
直
前
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。

東
京
市
麻
布
区
　
麻
布
中
学
校
内

江
原
素
六
様

信
州
北
安

・
陸
郷
村

平
林
広
人

拝
啓
　
過
日
突
然
に
参
上
、
故
橋

本
牧
師
の
件
に
つ
き
て
は
御
配
慮

を
蒙
り
存
上
候
、
其
後
伝
記
の
資

料
は
少
々
集
り
候
、
何
れ
項
目
を

立
て

ヽ
御
指
導
仰
度
候
、
尚
ほ
其

際
も
中
上
候
大
学
は
本
年
度
に
三

江
原
素
六
が
属
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の

教
派
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト

（新
教
）

の
中
で
も
明
治
六
年

一
一
八
七
〓
）
に

伝
来
し
た
力
＋
ダ

・
メ
ツ
ジ
ス
ト
教
会

で
あ
る
。
東
京
で
布
教
し
た
宣
教
師
カ

ク
ラ
ン
と
と
も
に
、
静
岡
に
赴
任
し
た

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
よ

っ
て
布
教
が
開
始

さ
れ
た
た
め
、
そ
の
後
同
教
会
の
主
要

な
牧
師

・
有
力
信
徒
に
は
静
岡
の
出
身

者
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
な

っ
た
ら

彼
ら
は

「静
岡
バ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
る
し

バ
ン
ド
と
は
団
の
こ
と
．

従
来
、
日
本
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史

上
に
お
い
て
は
、
三
か
所
の
発
祥
地
に

生
ま
れ
た
横
浜
バ
ン
ド

（植
村
正
久

・

江原素六あて平林広人の葉書

(江原文書G―a-174)

此辺所謂 日本アルプスの連山に

有之候
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週
間
開
催
決
定
相
成
候
、
表
記
入

の
処
に

「公
堂
」
建
設
相
成
可
中

候
、
御
挨
拶
ま
で

そ
の
後
、
平
林
は
東
京
市
長
後
藤
新

平
の
推
薦
に
よ
り
東
京
市
社
会
教
育
課

の
嘱
託
と
な
る
「
大
正
十

一
年

（
一
九

二
三
）
に
は
、
少
年
団
日
本
連
盟
総
裁

に
就
任
し
た
後
藤
新
平
の
下
で
、
そ
の

秘
書

の
資
格
で
同
連
盟
理
事
と
な
り
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
を
推
進
し
た
。

十
三
年

（
一
九
二
四
）
に
は
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
二
同
国
際
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
に
日
本
代
表
の

一
人
と
し

て
参
加
で
大
会
終
了
後
も
同
地
に
滞
在

し
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
情
や
教
育
事
情

を
学
ん
だ
。

十
五
年

（
一
九
二
六
）
に
帰
国
、
全

国
を
講
演
し
て
ま
わ
リ
デ
ン
マ
ー
ク
の

生
活

・
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
説
く
。

そ
の
話
に
感
動
し
、
自
分
が
所
有
す
る

農
場
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
民
高
等
学
校

を
模
範
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基

づ
く
農
業
教
育
機
関
の
開
設
を
思

い
立

っ
た
の
が
、
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校

出
身

の
旧
幕
臣
で
、
札
幌
バ
ン
ド
の

一

人
で
も
あ

っ
た
渡
瀬
寅
次
郎
で
あ
る
。

渡
瀬
は
同
年
亡
く
な
る
が
、
遺
志
は
引

き
継
が
れ
、
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）

五
月
、
静
岡
県
田
方
部
西
浦
村
久
連

（現

沼
津
市
）
に
興
農
学
園
が
開
校
す
る
に

至

っ
た
。
平
林
は
六
年

（
一
九
二

一
）

四
月
に
退
任
す
る
ま
で
、
同
学
国
の
園

長
の
地
位
に
あ

っ
た
。
当
時
、
市
川
房

枝
を
沼
津
に
招
き
婦
人
参
政
権
獲
得
の

た
め
の
講
演
会
を
開
い
た
り
も
し
て
い

フ（υ。戦
後
も
平
林
は
デ
ン
マ
ー
ク
に
関
す

る
研
究
を
続
け
、
講
師
と
し
て
東
海
大

学
で
教
鞭
を
と

っ
た
り
し
た
。
そ
の

一

方
で
、
カ
ナ
ダ
ー
静
岡
―
長
野
と
つ
な

が
る
カ
ナ
ダ

・
メ
ツ
ジ
ス
ト
教
会
の
歴

史
に
つ
い
て
も
深

い
関
心
を
寄
せ
続
け

た
。
そ
し
て

「
明
治
文
学
全
集
』
（筑
摩

書
房
）
の
月
報

（
一
九
六
五
年
）
に
載

せ
た

「愛
山
と
信
濃
」
と
い
う
文
章
に

お
い
て
、
「静
岡
に
発
祥
し
た
カ
ナ
ダ
派

の
メ
ツ
デ
ス
ト
宗
教
グ
ル
ー
ブ
ー
わ
た

く
し
は
こ
れ
を
静
岡
バ
ン
ド
と
呼
ん
で

い
る
―
」
と
書

い
た
こ
と
が
、
‐静
岡
バ

ン
ド

」
の
呼
称
の
最
初
の
用
例
と
な

っ

た
の
で
あ
る

〈参
考
文
献
〉
市
原
正
恵

‐静
岡
バ
ン

ド
の
命
名
者
・平
林
広
人
覚
え
吉
」
（『静

岡
県
近
代
史
研
究
』
第
１７
号

　

一
九
九

一
年
）
ほ
かヽ

明
治
維
新
の
敗
者
で
あ

っ
た
旧
幕
臣

の
中
か
ら
は
明
治
期
キ
リ
ス
ト
教
界
の

指
導
的
人
物
が
多
数
輩
出
し
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
会
で
は
、
維
新
後
駿
河

・

遠
江
に
移
住
し
た
旧
幕
臣
（静
岡
藩
士
）

と
そ
の
子
弟
た
ち
で
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

と
な
り
活
曜
し
た
群
像
に
光
を
あ
て
、

紹
介
し
ま
す
。

期
間

一
Ｈ
月
１
日

（土
）
か
ら
来
年

２

月
２２
日
（日
）
ま
で

会
場

一
３
階
北
側
展
示
室

企
画
展
の
図
録
を
刊
行
し
ま
す
。
テ

ー

マ
に
関
連
し
た
写
真
、
史
料
な
ど
が

多
数
収
録
さ
れ
た
冊
子
で
す
．

規
格

一
Ｂ
５
版

・
記
ベ
ー
ジ

預
価

一
　

１
１
１
円

企
画
展
に
関
す
る
テ
ー

マ
で
歴
史
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
日
程

・
講
師

・
内

容
は
表
の
通
り
で
す
。

ヽ

申
込
み
と
問
い
令
わ
せ
は
当
館
ま
で

電
話
で
ど
う
ぞ
．

時
間

一
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

場
所

¨
当
館
講
座
室

定
員

¨
一
３
０
名

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第

５１
号

礼
鰈
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
側
沼
津
市
西
熊
竜
三
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
九
‐
三
二
■
三
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
■
一五
‐三
〇
一
人

〔歴史講座〕

11月 8日 ω 大田愛人氏 (日 本基督教団上星川教会牧師)

「静岡バン ドの系譜」

11月 15日 0 樋 口雄彦 (明治史料館学芸員)

「旧幕臣とカ トリック・ ロシア正教」

11月 22日 0 市原正恵氏 (女性史研究家)

「幕臣の妻キリス ト教受容のかたち

―木村鐙の書簡から一」

-4-

◎
企
画
展

「神
に
仕
え
た
サ
ム
ラ
イ

た
ち
―
静
岡
移
住
旧
幕
臣
と
キ
リ

ス
ト
教
―
」
の
開
催


